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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第28期

第１四半期
連結累計期間

第29期
第１四半期
連結累計期間

第28期

会計期間
自2022年１月１日
至2022年３月31日

自2023年１月１日
至2023年３月31日

自2022年１月１日
至2022年12月31日

売上高 （千円） 2,222,788 2,526,715 9,327,876

経常利益 （千円） 839,065 715,693 2,894,309

親会社株主に帰属する　　

四半期（当期）純利益
（千円） 558,209 457,693 1,847,535

四半期包括利益又は

包括利益
（千円） 422,308 452,894 1,820,917

純資産額 （千円） 8,357,519 10,203,248 10,020,043

総資産額 （千円） 10,065,388 12,385,016 13,071,397

１株当たり四半期（当期）

純利益
（円） 12.61 10.27 41.70

自己資本比率 （％） 82.8 82.1 76.4

　（注）１.　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

　　　　２.　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　　　　３．「株式給付信託（BBT）」及び「株式給付信託（J-ESOP）」が保有する当社株式を、１株当たり四半期（当

期）純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気面で一部に弱さがみられるものの、ウィズコロナのもと

で経済活動の再開が進んでおり、緩やかに持ち直していく動きが期待される状況となっております。一方で、世界

各国でインフレが生じていることに起因し、世界的な金融引き締め等が続いていることから、海外景気の下振れが

我が国の景気を下押しするリスクが存在しております。これに加え、物価上昇、供給面での制約及び金融資本市場

の変動等の影響に十分注意する状況が続いており、依然として不確実性は高く、国内外の先行き景気には留意する

必要があります。

当社グループの主要顧客が属する製薬業界においては、大型薬剤の特許切れや薬価制度の変更、ジェネリック医

薬品の使用促進などに直面し、製薬企業の営業環境は、依然として厳しい状況が続いております。そのため、製薬

企業は、新薬の研究開発や営業・適正普及活動において、さらなる生産性向上を求めております。また、上市され

る新薬の中心が、スペシャリティ医薬品になるなかで、製薬企業はスペシャリティ医薬品に合った新たな適正普及

支援を必要としております。

なお、製薬企業のMRの削減が一層進む状況にあって、当社グループの医薬DX事業の各種サービスに対する製薬企

業からのニーズの高まりが続いていることにより、当社グループの受注は引き続き増加いたしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間においては、2,526百万円（前年同四半期比13.7％増）、売上総利益1,592

百万円(前年同四半期比5.4％増）となりました。一方で、事業拡大のための先行投資の一環として、従業員の積極

的な新規採用を進める方針とし、人件費を中心とした販管費を増やす計画としておりますが、その計画に基づき、

販管費が前年同四半期比で上回り、それに伴い営業利益715百万円（前年同四半期比14.7％減）、経常利益715百万

円（前年同四半期比14.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は457百万円（前年同四半期比18.0％減）と

なりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

a ．医薬DX事業

当事業においては、既存サービスの販売体制強化などの取り組みを進めるなか、医薬DX事業の売上高は2,299

百万円（前年同四半期比14.1％増）、営業利益は985百万円（前年同四半期比6.9％減）となりました。

b ．メディカルプラットフォーム事業

当事業においては、医師向け転職支援サービス「キャリア」等の売上高は134百万円（前年同四半期比17.5％

増）、医療教育動画サービス「ＣａｒｅＮｅＴＶ」等の売上高は92百万円（前年同四半期比0.1％増）となりま

した。

この結果、メディカルプラットフォーム事業の売上高は227百万円（前年同四半期比9.8％増）、営業利益は65

百万円（前年同四半期比25.0％減）となりました。

 

また、医師・医療従事者向け医療専門サイト「ケアネット・ドットコム（CareNet.com）」においては、医師

会員獲得及び維持を目的に、前期に引き続き積極的に投資を行っております。これにより、当第１四半期連結会

計期間末の医師会員数は21万１千人（前年同四半期比7.8％増）となりました。
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②財政状態の状況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ686百万円減少の12,385百万円とな

りました。

流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ576百万円減少の10,265百万円となりました。これは主に、現金

及び預金70百万円、受取手形、売掛金及び契約資産450百万円の減少によるものであります。

また、固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ110百万円減少の2,119百万円となりました。これは主に、

投資その他の資産69百万円、のれん36百万円の減少によるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ869百万円減少の2,181百万円となりま

した。

流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ870百万円減少の1,951百万円となりました。これは主に、未払法

人税等332百万円、役員賞与引当金135百万円の減少によるものであります。

また、固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ０百万円増加の229百万円となりました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ183百万円増加の10,203百万円とな

りました。これは主に、利益剰余金188百万円の増加によるものであります。

 

（２）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（３）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略について重要な変更はあ

りません。

 

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

 

（５）財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

当第１四半期連結累計期間において、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方

針について重要な変更はありません。

 

（６）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

（連結子会社との吸収分割）

　当社は、2023年３月10日開催の取締役会において、当社を承継会社、当社の完全子会社である株式会社アドメ

ディカを分割会社とする会社分割を行い、株式会社アドメディカの患者向け医療相談事業（株式会社アドメディカ

の運営するプラットフォーム「Doctors Me」を通じた広告事業・オンライン医療相談事業）を、当社に承継するこ

とを決議し、2023年５月１日付で会社分割を実施いたしました。

　詳細につきましては、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）」をご参照

ください。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 160,000,000

計 160,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2023年３月31日）

提出日現在発行数
（株）

（2023年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 46,872,000 46,872,000
東京証券取引所

グロース市場

単元株式数

100株

計 46,872,000 46,872,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

2023年１月１日～

2023年３月31日
－ 46,872,000 － 2,405,636 － 1,814,314

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,923,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 44,919,500 449,195

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

単元未満株式 普通株式 28,800 － －

発行済株式総数  46,872,000 － －

総株主の議決権  － 449,195 －

（注）１．株式給付信託（BBT）及び株式給付信託（J-ESOP）が保有する当社株式（それぞれ300,000株、84,000株）を除

く自己株式1,923,700株について、完全議決権株式（自己株式等）に記載しております。

２．株式給付信託（BBT）及び株式給付信託（J-ESOP）が保有する当社株式（それぞれ300,000株、84,000株）につ

いては、完全議決権株式（その他）に含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ケアネット

東京都千代田区富士見一

丁目８番19号
1,923,700 － 1,923,700 4.10

計 － 1,923,700 － 1,923,700 4.10

（注）１．上記の自己株式には、株式給付信託（BBT）及び株式給付信託（J-ESOP）が保有する当社株式（それぞれ

300,000株、84,000株）は含まれておりません。

２．上記以外に自己名義所有の単元未満株式２株を保有しております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ケアネット(E05684)

四半期報告書

 6/19



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年１月１日から2023

年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年１月１日から2023年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,845,831 7,774,929

受取手形、売掛金及び契約資産 2,442,641 1,992,601

電子記録債権 196,647 167,410

棚卸資産 ※１ 27,053 ※１ 34,656

前払費用 237,163 233,493

その他 91,737 61,954

流動資産合計 10,841,074 10,265,045

固定資産   

有形固定資産 215,608 215,554

無形固定資産   

のれん 1,006,104 969,198

その他 52,282 48,775

無形固定資産合計 1,058,386 1,017,973

投資その他の資産 956,326 886,443

固定資産合計 2,230,322 2,119,971

資産合計 13,071,397 12,385,016

負債の部   

流動負債   

買掛金 157,634 150,647

１年内返済予定の長期借入金 23,431 26,556

未払法人税等 569,423 237,190

前受金 35,830 21,183

賞与引当金 8,072 12,383

役員賞与引当金 135,871 －

ポイント引当金 910,711 914,891

その他 981,354 589,077

流動負債合計 2,822,329 1,951,930

固定負債   

長期借入金 107,051 96,900

退職給付に係る負債 7,943 10,616

資産除去債務 50,128 50,140

役員株式給付引当金 37,926 43,344

従業員株式給付引当金 11,020 11,020

役員退職慰労引当金 5,250 6,375

その他 9,705 11,441

固定負債合計 229,023 229,837

負債合計 3,051,353 2,181,768

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,405,636 2,405,636

資本剰余金 3,072,443 3,072,443

利益剰余金 5,245,727 5,433,730

自己株式 △700,753 △700,753

株主資本合計 10,023,053 10,211,056

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △35,904 △47,092

その他の包括利益累計額合計 △35,904 △47,092

新株予約権 0 0

非支配株主持分 32,894 39,283

純資産合計 10,020,043 10,203,248

負債純資産合計 13,071,397 12,385,016
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年３月31日)

売上高 2,222,788 2,526,715

売上原価 711,974 934,253

売上総利益 1,510,814 1,592,461

販売費及び一般管理費 672,780 877,401

営業利益 838,033 715,060

営業外収益   

受取利息 84 588

為替差益 5,643 194

雑収入 740 1,202

営業外収益合計 6,468 1,984

営業外費用   

支払利息 294 261

株式交付費 2,845 0

投資事業組合運用損 2,296 95

雑損失 － 994

営業外費用合計 5,436 1,352

経常利益 839,065 715,693

税金等調整前四半期純利益 839,065 715,693

法人税、住民税及び事業税 220,441 221,113

法人税等調整額 54,448 30,497

法人税等合計 274,890 251,610

四半期純利益 564,175 464,082

非支配株主に帰属する四半期純利益 5,965 6,389

親会社株主に帰属する四半期純利益 558,209 457,693
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年３月31日)

四半期純利益 564,175 464,082

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △141,866 △11,188

その他の包括利益合計 △141,866 △11,188

四半期包括利益 422,308 452,894

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 416,342 446,504

非支配株主に係る四半期包括利益 5,965 6,389
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時

価算定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適

用指針第27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将

来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　棚卸資産の内訳は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2022年12月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2023年３月31日）

製品 6,974千円 6,963千円

仕掛品 17,650 25,796

貯蔵品 2,429 1,897

 

　２　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約及び貸出コミットメントライン

契約を締結しております。これらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2022年12月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2023年３月31日）

当座貸越極度額及び貸出コミットメントの総額 3,800,000千円 3,800,000千円

借入実行残高 － －

差引額 3,800,000 3,800,000

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日
至　2022年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年３月31日）

減価償却費 17,105千円 17,799千円

のれんの償却額 7,370 43,843
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年３月31日）

（１）配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年３月25日

定時株主総会
普通株式 267,950 6.00 2021年12月31日 2022年３月28日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式給付信託（BBT）及び株式給付信託（J-ESOP）が保有する当社株式に対する配当金（それ

ぞれ1,800千円、504千円）が含まれております。

 

（２）株主資本の金額の著しい変動

当社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しております。この結果、利益剰余金の当期首残高は70,135千円減少しており

ます。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年３月31日）

（１）配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年３月28日

定時株主総会
普通株式 269,689 6.00 2022年12月31日 2023年３月29日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式給付信託（BBT）及び株式給付信託（J-ESOP）が保有する当社株式に対する配当金（それ

ぞれ1,800千円、504千円）が含まれております。

 

（２）株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年３月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
 医薬DX事業

メディカル

プラット

フォーム事業

計

売上高      

外部顧客への

売上高
2,016,017 206,771 2,222,788 － 2,222,788

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － － － －

計 2,016,017 206,771 2,222,788 － 2,222,788

セグメント利益 1,058,028 87,550 1,145,578 △307,544 838,033

　（注）１．セグメント利益の調整額△307,544千円は、セグメント間取引消去7,341千円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用（報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費）△314,886

千円であります。

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年３月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
 医薬DX事業

メディカル

プラット

フォーム事業

計

売上高      

外部顧客への

売上高
2,299,660 227,054 2,526,715 － 2,526,715

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － － － －

計 2,299,660 227,054 2,526,715 － 2,526,715

セグメント利益 985,033 65,690 1,050,723 △335,663 715,060

　（注）１．セグメント利益の調整額△335,663千円は、セグメント間取引消去8,135千円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用（報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費）△343,798

千円であります。

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第１四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年３月31日）

 （単位：千円）

 

報告セグメント

合計
医薬DX事業

メディカル

プラット

フォーム事業

一時点で移転される財

又はサービス
935,155 120,316 1,055,472

一定の期間にわたり移転

される財又はサービス
1,080,861 86,454 1,167,316

顧客との契約から生じる

収益
2,016,017 206,771 2,222,788

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 2,016,017 206,771 2,222,788

 

当第１四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年３月31日）

 （単位：千円）

 

報告セグメント

合計
医薬DX事業

メディカル

プラット

フォーム事業

一時点で移転される財

又はサービス
892,026 138,147 1,030,174

一定の期間にわたり移転

される財又はサービス
1,407,633 88,907 1,496,541

顧客との契約から生じる

収益
2,299,660 227,054 2,526,715

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 2,299,660 227,054 2,526,715
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日

至　2022年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年３月31日）

１株当たり四半期純利益 12円61銭 10円27銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
558,209 457,693

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
558,209 457,693

普通株式の期中平均株式数（株） 44,274,432 44,564,298

　　　　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．「株式給付信託（BBT）」及び「株式給付信託（J-ESOP）」が保有する当社株式を、１株当たり四半

期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益の算定上、控除した自己株式の期中平均株式数は、「株式給付信託

（BBT）」は前第１四半期連結累計期間300,000株、当第１四半期連結累計期間300,000株であり、

「株式給付信託（J-ESOP）」は前第１四半期連結累計期間84,000株、当第１四半期連結累計期間

84,000株であります。

 

（重要な後発事象）

（共通支配下の取引等）

当社は、2023年３月10日開催の取締役会において、当社を承継会社、当社の完全子会社である株式会社アド

メディカを分割会社とする会社分割を行い、株式会社アドメディカの患者向け医療相談事業（株式会社アドメ

ディカの運営するプラットフォーム「Doctors Me」を通じた広告事業・オンライン医療相談事業。以下「本件

事業」といいます。）を、当社に承継することを決議し、2023年５月１日付で会社分割を実施いたしました。

 

１．本取引の目的

当社は、医師・医療従事者向けの情報提供を主たる事業としておりますが、患者や一般の方向けの情報提

供事業の開発を企図して、患者や一般の方向けに疾患啓発コンテンツの配信や医療相談サービスを行うプ

ラットフォーム「Doctors Me」を運営している株式会社アドメディカの全株式を、2021年２月18日付で取得

し、連結子会社といたしました。

株式会社アドメディカは、当社のグループ会社となって以降、①患者向け医療相談事業（本件事業）、②

広告代理店事業、③医療機器販売事業の３つの分野に事業を広げ、継続的に成長し、当社連結の売上・利益

に貢献してきました。これら３つの事業分野はどれも成長可能性が高く、魅力的ではありますが、当社とし

ては、医師と患者をつなぐ本件事業のプラットフォームが最も重要な資産であると考えており、このプラッ

トフォームを基盤とした成長戦略を重視しております。今後の継続した成長実現に向け、事業の選択と集

中、適切な資源配分を目的として、株式会社アドメディカを会社分割し、本件事業を当社が吸収する形で承

継し、分割会社である株式会社アドメディカが残りの事業に専念することで合意しました。
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２．取引の概要

（１）対象となった事業の名称及びその事業の内容

事業の名称：当社の連結子会社である株式会社アドメディカの患者向け医療相談事業

事業の内容：

・株式会社アドメディカの運営するプラットフォーム「Doctors Me」を通じた広告事業・オンライン

医療相談事業の管理及び運営

（２）企業結合日

2023年５月１日

（３）企業結合の法的形式

株式会社アドメディカを分割会社、当社を承継会社とする会社分割

（４）結合後の企業の名称

株式会社ケアネット

 

３．実施する会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事

業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づき、共通支

配下の取引として処理する予定であります。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  2023年５月12日

株式会社ケアネット   

取締役会　御中   

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 東　京　事　務　所  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 

 
公認会計士 鈴木　泰司  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 

 
公認会計士 菊地　徹  

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ケア

ネットの2023年１月１日から2023年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年１月１日から2023年

３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年１月１日から2023年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ケアネット及び連結子会社の2023年３月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

　（注）１　上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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